
「人権」の政策体系

人権
・人権と平和を守る都市宣言啓発事業
・人権擁護平和啓発事業
・市民のつどい開催事業 等

（分 野） （基本方針） （主要事業）

人権文化の醸成

人権の擁護

人権と平和を尊重する
取り組みの推進

（施 策）

人権文化を高める
市民活動の支援・促進

人権教育の推進

人権擁護対策の充実

人権相談体制の充実

・地域交流促進事業
・女性のつどい・青年集会開催事業
・社会教育関係団体活動促進事業 等

・人権・同和教育推進事業
・同和教育研究大会開催事業 等

・人権擁護推進協議会活動事業

・人権相談事業



■施策評価シート
(1)-1 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 23.2 23.0 24.0 22.1 25.0 26.0

％ 84.3 80.0 85.0 未実施 85.0 87.5

％ 93 90 90 90 90 90

％ 96 90 90 83 90 90

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 22 20 20 19

人 300 300 300 未実施 300 300

人 5,912 7,000 7,000 6,053 7,000 7,000

人 680 700 700 680 700 700

人 900 750 700 580 700 700

人権セミナー参加者数 人 636 700 700 506 700 700

人権作品募集事業 件 7667 7000 7000 7054 7000 7000

件 564 700 700 604 700 700

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

【事務事業の改善方針】　※改善を図る事務事業のみ記載

事業廃止

備考

　人権と平和研修ツアーは、事業仕分けにより廃止になったが、人権・平和は、行政が率先して
取り組み、継続的に、市民に働きかけ、次世代へ伝えていく必要がある分野である。
　人権と平和事業は、結果を数値化するなど具体的に効果を見出すことが難しいが、次の世代
に引き継ぐために、行政が積極的・継続的に進めなければならない。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

体系

手段の変更

　「いのち愛人権のつどい」と「市民のつど
い」は、各７００人規模の全市的な事業とし
ての位置づけとなる。

　「市民のつどい」は、同和問題の解決を目
指す内容としている。

　平成２２年度の市民のつどいは、雪の降る気候
条件が非常に悪いなかでの開催となったため、参
加者数が少なくなったと考えられる。

環境・条件
の変化

個別
内容

同事務事業のうち人権と平和研修ツアーについては、平成
２３年度より事業廃止

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

　各事業のアンケートでは、概ね高い満足
度が得られている。

改善内容の詳細改善の方針

指標

その他の外的
・他律的な事象

　人権と平和研修ツアーは、事業仕分けにより平成２３年度以降事業が廃止となった。
　平和祈念フォーラムは、平成２２年度実施せず、ＮＰＴ（核不拡散条約）再検討会議使節団派
遣事業を実施した。

単位項目

事務事業名

成果指標

施策の概要

「いのち・愛・人権のつどい」
で良かったの割合

人権と平和を守
る都市宣言啓発
事業

　人権と平和研修ツアーについては、参加者が急遽参加できなくなったため、目標値を下回る
結果となった。これまで参加者の固定化が課題になっていたが、参加募集条件を初めての参加
者を優先するとし、一般参加者１４名全員（実行委員５名を除く）が初参加者となった。
　いのち・愛・人権のつどいや市民のつどいについては、目標値を達成できなかった。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

すべての人の基本的人権の尊重と恒久平和を誓うまち
づくりを推進し、かつ、後世に引き継ぐために、各種の
啓発事業を推進します。

人権と平和を尊重する取り組みの推進

人権政策課

堀江　正幸

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

人権と平和研修ツアー参加者数

平和祈念フォーラム参加者数

人権センター利用者数

「いのち・愛・人権のつどい」
参加者数

単位

人権が尊重されるまちである
と思う市民の割合

平和祈念フォーラムの参加
者の満足度

「市民のつどい」で良かった
の割合

人権啓発ライブラリー貸出件数

「市民のつどい」参加者数

Ｂ人権政策課

担当課
施策成果
への
貢献度



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 1,637 1,601 1,601 *** 6,440 計画

実績 1,183 1,072 2,255 実績

計画 1,677 1,666 1,677 *** 6,697 計画

実績 1,554 1,691 3,245 実績

計画 1,644 1,643 1,643 *** 6,573 計画

実績 1,797 1,107 2,904 実績

計画 8,067 8,529 9,070 *** 25,666 計画

実績 6,949 7,773 14,722 実績

計画 665 630 666 *** 1,961 計画

実績 563 530 1,093 実績

計画 553 578 590 *** 1,721 計画

実績 1,061 516 1,577 実績

計画 506 500 500 *** 1,506 計画

実績 455 458 913 実績

計画 620 600 664 *** 1,884 計画

実績 616 588 1,204 実績

計画 242 256 199 *** 697 計画

実績 228 215 443 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 15.6 16.0 16.6 *** 53.1

計画 実績 14.4 14.0 28.4

実績 計画 14.7 15.1 15.7 *** 50.6

計画 実績 13.6 13.1 26.7

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計

24

23

212 主 人権擁護平和啓発事業 人権政策課

3 主 市民のつどい開催事業
人権セン
ター

4

5

主 人権センター管理運営事業 人権センター

主 人権セミナー開催事業 人権センター

19

18

17

16

人権と平和を守る都市宣言啓発事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

人権センター

人権センター

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

－
人権啓発パネルの作製、展
示会

人権センター

6 主 人権作品募集事業 人権センター

7 主 人権啓発ライブラリー貸出

13

11

施策成果
への
貢献度

Ｂ

B

B

Ａ

10

8

12

B

－ 人権センターだよりの発行 人権センター

9

Ａ

Ａ

B

B

25

26

28

29

27



■施策評価シート
(1)-1 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 23.2 - 24.0 22.1 25.0 26.0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 821 800 1,000 1,086 1,200 1,200

人 200 300 300 172 300 300

人 419 450 480 409 480 480

人 543 500 500 521 500 500 【事務事業の改善方針】　※改善を図る事務事業のみ記載

人 中止 300 375 300 300

人 329 300 300 274 300 300

その他の外的
・他律的な事象

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針 改善内容の詳細

・講座に参加しやすい曜日や時間帯を設定する。
・講座参加者の多い隣保館を参考にして、地域交流促進
事業を活性化する。

備考

　講座を開催している施設の収容人数は限られるが、講座の開催日時や方法などに工夫を凝
らして多くの参加者が得られるようにする。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

関係課のコメント

事務
事業

指標

環境・条件
の変化

体系

責任課による分析

個別
内容

地域交流促進
事業

Ａ

西一会館、橋
岡会館、新田
会館、常盤東
総合センター

成果指標

施策の概要
人権・同和問題への取り組みや多文化共生社会の実
現などを進める市民活動への支援を通じて、本市の人
権文化を高めます。

単位

　平成２２年度は、「人権が尊重されるまちであると思う市民の割合」が若干、低下したことか
ら、今後の変化に留意する。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

青年集会参加者数

単位項目

講座参加延人数
（橋岡）

講座参加延人数
（新田）

講座参加延人数
（常盤東）

人権文化を高める市民活動の支援・促進

人権センター

上藪　淳一郎

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

講座参加延人数
（西一）

人権が尊重されるまちで
あると思う市民の割合

女性のつどい参加者数

手段の
変更

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 3,053 2,104 2,101 *** 9,502 計画

実績 2,176 2,140 4,316 実績

計画 812 797 797 *** 3,203 計画

実績 570 752 1,322 実績

計画 665 665 665 *** 2,660 計画

実績 564 596 1,160 実績

計画 17,984 17,944 17,944 *** 71,816 計画

実績 15,956 17,729 33,685 実績

計画 16,416 16,520 16,668 *** 66,272 計画

実績 16,032 16,137 32,169 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 38.9 38.0 38.2 *** 153.5

計画 実績 35.3 37.4 72.7

実績 計画 38.9 38.0 38.2 *** 153.5

計画 実績 35.3 37.4 72.7

実績 計画

計画 実績

実績 計画

実績

21

総計

21

21

21

マニフェスト
関連事業
小計

21

主要事業
小計

2 主 女性のつどい・青年集会開催事業
人権セン
ター

3 主 社会教育関係団体活動促進事業
人権セン
ター

4

5

主 社会教育指導員等配置事業
人権セン
ター

主
草津市同和事業促進協議会
への事業委託等事業

人権政策課

19

18

Ａ

17

16

地域交流促進事業

事業
区分

15

14

番号

主1

番号
事業
区分

事業費（千円）
担当課事務事業

西一会館、橋岡
会館、新田会
館、常盤東総合
センター

施策成果
への
貢献度

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業

7

6

13

11

10

8

12

Ａ

9

Ａ

21

Ａ

21

リーディング
事業小計

21

Ａ

21

21



■施策評価シート
(1)-1 ③ 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 93 80 90 93.8 93 93

％ 85 80 80 67 80 80

％ 85 80 80 82 80 80

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

人 3,863 3,800 3,850 3,958 4,000 4,000

人 401 320 320 296 320 320

人 954 960 960 979 960 960

件 250 262 250 270 270 270

人 5,582 6,000 6,000 6,236 6,300 6,300

人 990 1,000 1,000 1,013 1,050 1,050 【事務事業の改善方針】  ※改善を図る事務事業のみ記載

人 1,851 2,000 2,000 1,677 2,000 2,000
施策成果

への
貢献度

改善の方針

人 1,930 2,500 2,500 2,027 2,500 2,500

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

環境・条件
の変化

その他の外的
・他律的な事象

事務事業名

人権・同和教
育推進事業

人権セン
ター

　各教育集会所の多種多様な講座開設に
より、知識・技術の習得に意欲的な姿勢が
身についてきている。

A 手段の変更

人権・同和教育推進事業の内、市民連続講座については、
講座内容が座学形式が多いため、感性に訴える人権コン
サートなど参加しやすい講座内容に取り組む。

　町内学習懇談会参加者数は、増加する傾向がみられるが、講座や大会等の参加者数は、講師
等によって変動するものの目標値に達していないものもある。いずれも広報周知と持ち方に工夫
を凝らして、参加者増を図るよう検討する必要がある。
　同和教育研究大会の全体会の満足度が１３ポイント低い評価となった。同和教育研究大会は、
草津市民はじめ様々な団体の方が参加される大会である。したがって、より多くの方が人権・同和
問題ついて分かりやすく、しかも正しく理解できるように講師の講演記録などを吟味し講師を選定
する必要がある。全体会の参加人数は目標値を１９人上回った。各種団体へのお知らせや草津
広報、ポスターでの周知などが参加増に繋がったと考えられる。

担当課 改善内容の詳細

単位項目

教育集会所における講座
事業：西一会館

町内学習懇談会等参加者数

教育集会所における講座
事業：新田会館

教育集会所における講座
事業：常盤東総合

教育集会所における講座
事業：橋岡会館

市民連続講座参加者数

個別
内容

市民連続講座の満足度

責任課による分析

単位

草津市同和教育研究大
会分科会満足度

体系

　市民連続講座は、講師によって満足度の差異
が生じているが、８割を超しているため、概ね良
好といえる。
　教育集会所における講座の中に、一部目標値
に達していないものがあるが、講座の創意工夫
が求められる。

事務
事業

（責任課コメント）

成果指標
草津市同和教育研究大
会全体会の満足度

人権教育の推進

人権センター

鹿島文男

活動指標

草津市同和教育研究大
会全体会参加者数

研修啓発推進班による企
業訪問件数

基本方針番号 施策番号

項目

施策の概要
同和教育研究大会や市民連続講座などを開催し、市民
があらゆる場で人権教育について学べるように推進して
いきます。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

関係課のコメント

指標

草津市同和教育研究大会全体会の満足度につ
いては、講師選定によるものである。参加者は目
標値に近く、参加者の意識の高さが伺える。

講師選定はじめ、講師との打ち合わせに配
慮し、参加者の満足度を上げるよう努めて
いく。

備考

 講座・大会等の講師については、十分吟味して選定する。広報周知についても積極的に行い、参
加者の増強を図る。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 9,546 9,277 9,277 *** 37,377 計画

実績 8,348 8,816 17,164 実績

計画 10,030 9,728 10,619 *** 30,377 計画

実績 8,759 8,739 17,498 実績

計画 6,933 6,918 6,887 *** 20,738 計画

実績 6,758 6,709 13,467 実績

計画 879 887 887 *** 2,653 計画

実績 864 803 1,667 実績

計画 2,580 3,537 3,537 *** 13,191 計画

実績 1,973 2,598 4,571 実績

計画 6,729 6,926 6,926 *** 27,507 計画

実績 6,280 6,572 12,852 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 36.7 37.3 38.1 *** 131.8

計画 実績 33.0 34.2 67.2

実績 計画 17.2 17.1 17.1 *** 67.5

計画 実績 15.5 16.2 31.7

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

28

29

27

A 25

26

12

A

9

施策成果
への

貢献度

A

A

A

A

10

8

13

11

6 主 企業内同和教育推進事業 産業労政課

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への

貢献度

22

番号

主1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

人権セン
ター

人権・同和教育推進事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

主 同和教育研究大会開催事業 学校教育課

－ 人権総合調整推進事務 人権政策課

2 － 教育集会所における講座事業

橋岡会館・新田
会館・西一会
館・常盤東総合
センター

3 －
教育集会所における講座事
業（自主活動学級）

橋岡会館・新田
会館・西一会
館・常盤東総合
センター

21

24

23

マニフェスト
関連事業

小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(1)-2 ① 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 23.2 23.0 24.0 22.1 25.0 26.0

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

回 3 3 3 3 3 3

【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

改善の方針 改善内容の詳細

項目

その他の外的
・他律的な事象

事務事業名 担当課
施策成果
への
貢献度

単位

人権が尊重されるまちで
あると思う市民の割合

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

市民に対し人権尊重思想の普及、高揚を図るための対
策を講じるとともに、人権擁護活動の充実を図ります。

人権擁護対策の充実

人権政策課

堀江　正幸

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

成果指標

施策の概要

　市民啓発活動は、目標としていた回数実施したが、市民意識調査での、「人権が尊重されるま
ちであると思う」市民の割合は、目標値に達すことができなかった。

同和対策施策見直し検討委員会は、平成２２年度のみの事業。

単位

協議会による市民啓発活動

責任課による分析 関係課のコメント

事務
事業

指標

　人権が尊重されるまちであると思う市民の割合が、平成２２
年度においては、前年度を下回り、目標値にも達することが
できなかったが、現段階では、目標値は見直さず、今後目標
値を達成するよう、活動をより一層工夫等することに努める。

体系

環境・条件
の変化

個別
内容

備考

　意識の向上には啓発を継続していくことが不可欠である。
　目標値に達成できるよう、今後とも継続して啓発を実施していく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 4,769 3,371 3,371 *** 14,882 計画

実績 4,394 2,215 6,609 実績

計画 1,293 2,748 1,293 *** 34,588 計画

実績 346 1,614 1,960 実績

計画 546 555 555 *** 2,211 計画

実績 521 493 1,014 実績

計画 1,143 691 691 *** 3,216 計画

実績 929 789 1,718 実績

計画 2,212 2,328 2,328 *** 9,196 計画

実績 2,004 1,936 3,940 実績

計画 6,161 6,154 6,154 *** 24,623 計画

実績 6,151 6,153 12,304 実績

計画 118 1,265 118 *** 1,619 計画

実績 0 566 566 実績

計画 3,511 2,647 2,820 *** 11,798 計画

実績 3,451 2,829 6,280 実績

計画 3,349 3,289 5,093 *** 16,824 計画

実績 3,397 3,292 6,689 実績

計画 4,069 4,050 4,008 *** 16,135 計画

実績 3,113 2,913 6,026 実績

計画 10,137 10,041 10,177 *** 40,532 計画

実績 10,432 10,175 20,607 実績

計画 460 415 415 *** 1,705 （百万円）

実績 128 13 141 計画 37.8 38.7 37.0 *** 178.4

計画 0 1,103 0 *** 1,103 実績 34.9 34.1 68.9

実績 0 1,080 1,080 計画 2.2 2.3 2.3 *** 9.2

計画 実績 2.0 1.9 3.9

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画

実績

計画

実績

B

B

B

28

29

27

B

B

B

B

B

25

26

職業安定協力員配置事業 産業労政課

12 －

B

－ 対象地区住民の就労対策推進事業 産業労政課

9

施策成果
への
貢献度

B

B

B

B

10 － 自動車運転免許取得費補助事業 産業労政課

8

13 － 同和対策施策見直し検討委員会設置費 人権政策課

11 －

職業訓練受講奨励金支給事業 産業労政課

－ 湖南地区職業対策推進事業 産業労政課

6 － 生活安定資金貸付事業 人権政策課

7 － 隣保館運営審議会運営事務 人権政策課

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

22

番号

－1

番号
事業
区分

事務事業
事業費（千円）

担当課事務事業

人権政策課環境改善維持管理事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

－ 人権擁護審議会活動事業 人権政策課

主 人権擁護推進協議会活動事業 人権センター

2 － 環境改善整備事業 人権政策課

3 － 滋賀県市町人権問題連絡会等事務 人権政策課

21

24

23

マニフェスト
関連事業
小計

30

総計

リーディング
事業小計

主要事業
小計



■施策評価シート
(1)-2 ② 施策名 【施策成果に影響を与えた要因についての分析】

責任課

記入者

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

％ 約80 - 83 70 85 88

％ 29 30 30 27 30 30

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

現在値 目標値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

件 84 90 95 79 100 105

件 10 10 10 9 10 10

件 6 50 50 111 50 50 【事務事業の改善方針】　　※改善を図る事務事業のみ記載

件 4 10 10 11 10 10

件 1 1 2 2 2 2

件 3,258 3,258 3,060 3,060 0 0

件 86 115 129 53 100 100

相談件数（常盤東）

単位

人権相談で困りごとが解
決または軽減された割合

人権擁護への市民の
満足度

単位項目

人権相談体制の充実

人権センター

上藪　淳一郎

活動指標

（責任課コメント）

基本方針番号 施策番号

項目

相談件数（センター）

相談件数（西一）

成果指標

施策の概要

・Ｈ２２は、人権擁護への市民の満足度が若干、低下したことから、今後の変化に留意する。

・各相談の窓口では、様々な困りごと、悩みごとに対して適切なアドバイスを心がけているが、
相談内容によっては、解決もしくは軽減に至らない事例も発生して、相談者に不満をもたれる
場合もある。

施策の達成度
（責任課による
定性的評価）

人権相談員を常設するとともに、人権擁護委員や弁護
士による相談の機会を提供し、市民が人権に関する相
談を安心して行えるようにします。

訪宅指導事業

外国人児童生徒教育
相談員設置事業 人権相談事業

相談件数（新田）

相談件数（橋岡）

事務事業名

体系

責任課による分析

担当課
施策成果
への
貢献度

改善の方針

関係課のコメント

事務
事業

指標

環境・条件
の変化

個別
内容

その他の外的
・他律的な事象

人権セン
ター

訪宅指導事業 学校教育課

手段の
変更

廃止

Ａ

Ａ

悩みを抱える人が気軽に相談できる窓口づくりに努める。また、
適切なアドバイスにより相談者の満足度を高めるように、今後も
自己研鑽に努める。

同和対策施策の見直しに関する基本方針に則り、この事業は
一般対策として継承し、謝金は廃止した。

備考

・各相談窓口は、気軽に相談しやすい場所、雰囲気づくりに努めて、相談しやすい環境
づくりに努める。また、相談者の満足度を高めるために、弁護士につないだり、関係機
関との連携を強化して相談に応えるように努める。

・訪宅指導は、１００％実施することができた。平成２３年度からは予算措置がなくなっ
たが、事業の趣旨を鑑み一般施策として実施していく。

評価に基づい
た今後につい
ての考え方

改善内容の詳細

※「改善の方針」は、①新規　②廃止・統合　③休止　④目的の変更　⑤手段の変更　⑥拡充　　から選択

※「施策成果への貢献度」は各事業の施策目標達成に対する貢献度の高さを記載・・・・・Ａ：特に高い　Ｂ：高い　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い



■事務事業・事業費一覧

H.21 H.22 H.23 H.24 計 H.21 H.22 H.23 H.24 計

計画 3,467 3,484 3,225 *** 10,176 計画

実績 3,124 3,200 6,324 実績

計画 132 120 120 *** 372 計画

実績 0 0 0 実績

計画 1,629 1,530 0 *** 6,219 計画

実績 1,596 1,579 3,175 実績

計画 431 515 515 *** 1,976 計画

実績 280 182 462 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 計画

実績 実績

計画 （百万円）

実績 計画 5.7 5.6 3.9 *** 18.7

計画 実績 5.0 5.0 10.0

実績 計画 3.5 3.5 3.2 *** 10.2

計画 実績 3.1 3.2 6.3

実績 計画

計画 実績

実績 計画

計画 実績

実績

計画

実績

計画
実績

計画

実績

A

A

B

25

マニフェスト
関連事業
小計

総計

29

30

28

26

27

12

A

9

10

8

6

13

11

7

担当課
事業費（千円）

20

施策成果
への
貢献度

事務事業番号

主1

番号
事業
区分

事業費（千円）
担当課事務事業

人権セン
ター

施策成果
への
貢献度

人権相談事業

事業
区分

15

14

17

16

19

18

4

5

－
外国人児童生徒教育相談員
設置事業

学校教育課

2 －
隣保館における相談事業（定
期的な相談会の運営）

橋岡会館・新
田会館・西一
会館・常盤東
総合センター

3 － 訪宅指導事業 学校教育課

21

22

24

23

リーディング
事業小計

主要事業
小計
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